
2月21日（水）、地域交通・物流を中心に担う産業別労働組合である

全国交通運輸労働組合総連合（交通労連）主催の「バスフォーラム

第18回全国交流会」に航空連合から玉那覇（たまなは）副事務局長と

藤倉グラハン部会長が出席し、地方空港の総代理店業務を担う交通

労連の加盟組合員約60名と意見交換を実施しました。

出席者からは「中堅層を含む退職が相次ぎ、インストラクターや

職場の中心メンバーの負担が増加している」「時間外労働による長

時間労働が深刻である」「資格統一化（NEWS EXPRESS 25-15）に

よって1日の業務密度が高まり、負担が増加するのではないか」などの

意見が挙げられました。

航空関連産業を支える全国で働く仲間との対話を継続し、産業全体

で働く魅力向上にむけて、賃金の底上げや働く時間と休む時間の充実

など、労働政策の実現を強化するとともに、空港でのDX化の推進など、

産業政策の実現にも積極的に取り組みます。
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空港業務を担う総代理店の仲間と意見交換を実施！

～魅力ある職場環境の構築に向け連携強化！～

航空連合の取り組みを紹介する玉那覇副事務局長

https://www.jfaiu.gr.jp/files/news/7549b6a1db0cbc58a33851b6e435c273.pdf
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